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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 28 年５月 12 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 

 

記 

●業績予想の修正について 

 

平成 29 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1 株当たり四半

期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

44,000 

百万円

550

百万円

600

百万円 

450 

円 銭

9.96

今回修正予想（B） 40,000 400 300 350 7.74

増減額（B-A） △4,000 △150 △300 △100 

増減率（％） △9.1 △27.3 △50.0 △22.2 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 28 年３月期第２四半期) 
45,543 813 889 548 12.14

 

平成 29 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり当期

純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

93,000 

百万円

1,500

百万円

1,600

百万円 

1,150 

円 銭

25.45

今回修正予想（B） 90,000 1,400 1,300 1,050 23.24

増減額（B-A） △3,000 △100 △300 △100 

増減率（％） △3.2 △6.7 △18.8 △8.7 

(ご参考)前期実績 

(平成 28 年３月期) 
91,230 1,687 1,753 1,122 24.85

 

  



 
 

修正の理由 

太陽エネルギー関連分野において当初の想定よりも、固定買取価格の引き下げの影響等による売上の減

少が大きく、競争激化により利益率も低下しており、今後も需要の低迷は継続するものと考えられます。

また、平成 29 年３月期第２四半期連結累計期間においては、建設資材関連分野において年度後半期に受注

案件が集中していることもあり、需要の端境期になったことから大幅に売上が減少しております。営業外

損益においても、急激な円高による為替差損が発生しており、為替の動向については引き続き不透明な状

況が続いております。従いまして、平成 29 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値及び平成 29 年

３月期通期連結業績予想数値のいずれも、売上高及び営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益は前回発表予想よりも減少する見通しです。 

 

※本資料に記載されている業績見通し等に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する主旨のものではありません。また、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

以上 

 


